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A study on the date and the usage of the new-found 
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表 l 小キL~;il·表 （Jl\f棚）
全形 半形 部位笛位
小計
鑓付 flし 欠鍋 信網 鍾付 なし 欠鍋 磁摘
右後身頃 637 54 6 5 23 。4 。702.5 
左後身頃 628 54 2 。31 5 5 。700.0 
右前身頃 511 49 。2 24 8 14 2 576.0 
左前身頃 524 49 33 5 22 4 7 586.0 
右袖後 227 24 7 。13 。9 。257.5 
左袖後 226 24 。 13 。。。256.5 
右袖前 227 24 。5 12 。2 。257.0 
左袷前 223 24 16 5 13 。14 。253.5 
右繊 305 12 6 18 7 。 320.5 
左様 308 12 5 6 8 。 2 324.0 
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量文 象分.. 地銅矢復縁繊 京毎回立周思 1t物館
2文 質量，a勉銅銭付厨服 盟国神社
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盤文 銀羽二重治宿銭付11m徳川博物館
















直江建次 上彰.伝来 録し(1560-1619) 
織田信長 永織1年（1弱8）、め近ざ江ま穴し角も.賓の箕
(1日4担｝ 作鍵攻めのときのの 、備さぶり 銭しに感滋した信長から伝平信ー縛領
盟医宛吉 盟匡努古から－Qllt宋（官時3ー 田）が 有り(1537・随｝ 持領
.am努吉 天正181事（15叩｝小田原合臓の時、前 鍍し鼠侶il(:t,盟匡努省がより鐸領
D.Gi寛吉 片桐貞隆（15印ー1627):tl'.1.Giヲ書官か 録しら縛領




徳川憲康 鷲弁湾左衛門戚忠〈天正1811t(15拘｝ 銀し(1542-1616) から寂flに仕える〉が家康より縛領




















































僚器提 織裏 着用時の様 マチの 前下り 腕組の 身丈 袖丈 舗鏑 後身鏑 舗帽と 術 前身幅 僚個有無 有無 身舗の比
褒地と共裂 裏地と共裂 織を外へ鋳る 有り 録し
有.， （褒
66.9 44.2 25 42 1.68 67 32.7 16.1 裂と共裂｝
袋地と共裂 なし 織を立てる 有.， 有.， 85 54 
1.47 （目観
68 による概敏）
袋地と共製 .地と共裂 僚を内へ街る 無し 録し 録し 117.3 46 20 34.5 1.7 54.5 35 11.5 
袋地と共裂 .地と尖裂 織を内へ鋳る 無し 娠し 有り（丸 121.2 48.7 19 37.2 1.97 56.2 37.5 11.5 打ち紐｝
褒地と共裂 .地と共裂 織を肉へ鋳る 祭し 無し 無し 115 48 17 37.5 2.2 54.5 13.2 
袋地と共裂 別忍 畿を立てる・外へ 無し 鋸し 有り 111.5 49 21 32 1.52 53 28 7.7 続る・内へ鋳る ｛平（ It) 
別製 裏地と尖裂 織を内へ折る 無し 無し
有り（丸
122 48 19.5 37 1.89 56.5 36.2 11.2 打ち紐｝
別裂｛ニつ折り 別製｛ニつ祈り｝ 織を内へ鋳る・ 無し 無し 有り（平 123.5 51.5 19 39.5 2.07 58.5 8.7 仕立て｝ 外へ折る 〈げ）
別裂 裏地と共裂 織を内へ鋳る 無し 録し 録し 123 50 却.5 36 1.75 56.5 38 11.5 
別裂仕｛立ニてつ｝鋳り 別裂｛ニつ銃り 外へ針る・ 鋸し 祭し
有り（裏
101.5 48.5 22 38 1.72 60 29.5 9.5 仕立て｝ 内へ折る 裂と共裂）
袋地と共裂 裏地と共裂 僚を立てる 量量し 無し 欠 125 51 24 35 1.46 59 8.2 
表地と共袈 裏地と共忍 織を立てる 無し 鋸し 欠 114.5 46.5 24.5 38.5 1.57 54.5 31 8 
JIJ裂 .地と尖裂 畿を内へ鋳る 録し 無し 有り 101.3 45.5 19 38.5 2.02 57.5 39.5 11 ｛別袈｝
表地と共裂 畿地と共裂 織を外ヘ針る 有り 有り 有り 94 52 22 39 1.77 61 32 13.5 句E裂｝
畿地と共裂 袋地と共裂 織を外へ折る 有り 有り 無し 96.5 70.5 
表地と共裂 裏地と共袈 畿を内へ折る 無し 無し 録し 112 21.4 58 
袋地と共裂 袋地と共裂 織を外へ折る 無し 録し 録し 117 55 21 38.4 1.66 59.4 36.1 12.5 
別製｛ニつ締り 別製｛ニつ折り 援を外へ折る 有り 有.， 録し 93.5 48.5 21 35 1.67 56 26 16 仕立て｝ 仕立て｝
畿地と共製 袋地と共事E 織を外へ鋳る 有り 有り 録し 92 56.5 27.2 42.5 1.57 70.7 33.5 16.8 
寝泊と共製 表地と共事国 織を外へ折る 有り 有り 録し 115 45.6 37 38 1.02 75 26.5 16 
袋地と共裂 裏地と共裂 織をまてる 録し 無し 有り｛裏 109.3 48 却 32 1.6 52 担 .5 8 裂と共裂）
褒地と共裂 欠失（裏地と共 織を外へ街る 有り 有り 有り 91 48 (4＇η 29.2 34.0 1.16 63.2 12 裂｝ (29.3) (33.0) (32.3) 
袋勉と共裂て｛ニ｝ 表地と共裂｛ニ 僚を立てる・ 録し 録し 有りつ折り仕立 つ訴り仕立て｝ 外へ街る （欠失｝
褒地と共裂 裏地と共裂 績を内へ折る・ 録し 無し 裂有とり共（裂褒｝ 121 52 22 40.7 1.85 63 40 15 外へ街る
別裂 JI裂 僚を外へ街る 無し 録し 有.， 120.5 51.5 20 37 1.85 57 37 14.5 （欠失｝
表地と共裂 袋地と共裂 僚を外へ街る 無し 費量し 無し 114 53 22.5 37 1.64 61 38.5 14.8 
畿地と共裂 表地と共裂 僚を外へ続る 有り 有り 録し 97 51 30 42 1.4 72 33 17.5 
袋地と共製 表地と共製 織を外へ街る 有り 有り 有り｛袋 89 43 28.5 33.5 1.17 62 29 13 裂と共裂｝
袋地と共裂（ニエ 袋絶と共裂｛こ 織を外へ鋳る 録し 無し 録し 112 51.5 22 37.5 1.7 58 37.5 13 つ折•Jtl:主て｝ つ鋸り仕立て）
袋織と共製 裏地と共裂 僚を外へ鋳る 有り 無し 有り｛裏 116 50.5 25.1 38 1.51 62.5 38 13 認と共裂｝
Jg裂 Jg裂 僚を外へ鋳る 無し 無し 無し
寝泊と共裂 表地と共事盟 織を内外へ訴る 録し 録し 有り｛褒裂と共裂｝
JIJ裂 Jg& 織を内外へ街る 録し 録し 有り｛褒裂と共裂｝
別製 Jg製 織を外へ街る 鋸し 録し 無し
袋地 表地と共裂 僚を外へ鋳る 無し 無し 有り（褒製と共裂｝
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共立女子大学家政学部紀要第 62号 (2016) 
(2013年～2015年）の研究成果の一部である。
註 1 マンチラ（満智羅）は鐙の下に着用し、
兜と具足（鐙）の隙間にあって弱点とな
る首から肩にかけての部分を保護する防
具。オランダ語のマンテルに由来すると
言う説もある。鎧下着やマンチラにおい
て小札が表地と裏地の聞に挟み込まれる
のは、これが露出していると、その上に
着用する鎧の裏地と擦れ合って、着心地
が悪くなるだけでなく、鎧の裏地に損傷
を与えるからであり、この点は、小袖や
羽織の下に着用する「鎖雄子jにおいて
も同様である。
註2 鎧の上に着用する陣羽織にあっては、
防御機能はすべて鐙に委ねられており、
後述のように、陣羽織は戦場において別
の機能を求めて使用されていた。
註 3 山辺知行・神谷栄子『日本伝統衣裳
第 1巻上杉家伝来衣裳j講談社、
1969年、神谷栄子「片倉家並びに日光・
東照宮伝来の小紋胴服二領についてJf美
術研究j第303号、東京国立文化財研究
所、 1976年、河村まち子・栗原弘「片
倉家伝来の小紋胴服についてJf共立女
子大学家政学部紀要j第29号、昭和57年、
及び筆者等による実測に基づいて作成。
註 4 染分線緯地斜縞銀杏葉雪輪模様胴服
（東京国立博物館蔵・重要文化財）は、
現在の鉱山師に当たる役職にあった吉岡
隼人が、慶長 6年（1601）、石見銀山、
佐渡金山の採掘に功を立てたことにより
下賜されたもので、その子孫である吉岡
家に長らく伝えられていた。『吉岡家由
緒書J（宝暦 5年く 1755＞）では、「羽
織Jと記されている。染分練緯地丁子模
様胴服（清水寺・重要文化財）は、慶長
8年（1603）、家康より石見銀山の鉱山
師安原伝兵衛に下賜されたものo貞享
2年（1685）に安原家から石見銀山代
官を通じて、石見の清水寺に奉納され、
以後同寺に伝来している。『徳川実記J(嘉
永 2年く 1849＞）のうち「東照宮御実
記j巻 6では、「羽織Jと記されている。
註 5 拙著「東京国立博物館蔵・水浅葱練
緯地蔦模様三葉葵文付辻が花染胴服につ
いて」『MUSEUMJ第585、号東京国立
博物館、 2003年。
註6 胴服はしかし、その後江戸時代にな
って戦がなくなり、馬上での使用がほぼ
なくなると、現在羽織として我々が承知
している形状と仕立て、素材に定着する
こととなった。
註 7 研究者によっては陣羽織とされてい
るものもある。
註8 鞍の座面最後部に立ち上がった滑り
止めで、座面先端に設けられた前輪（ま
えわ）とともに騎乗時に座面で前後に動
く人の騎座を安定させる役割を担う。
註9 鞍の前輪も座面から立ち上がってい
るが、胴服も陣羽織も前身頃は左右がそ
れぞれ独立しており、着装時には左右身
頃が自由に動くため、前身頃が前輪と人
の腹部に挟まることはない。
註10 ただし、大名火消の火事羽織は、十
分な活動性を必要とするため、広袖に仕
立てられている。
註11 江戸時代における辞書的な資料にお
いては、「胴服Jという表記がほとんど
用いられず、また「道服Jと表記される
ものも、武家が着るものというニュワン
スをあまり強く含んでいない。桃山時代
に武家が着用していた胴服に当たるもの
は、江戸時代には「道服（胴服）」呼ば
れることは少なく、むしろ「羽織Jと呼
ばれることが多かったようである。
註12 「はおり」の語源について、江戸時代
後期の書 f貞丈雑記j巻三に、「羽織と
云は本は烏の羽にて織たる故の名也とい
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ふ人もあれ共心得がたし、烏の羽にて織
たる衣服の事沓記に見えず、小袖着たる
上にはふりかける故の名なるべし、はふ
りと云は放の字也、はなっともよむ字也、
上より帯せずはなち着にきる也、はふり
と書てはおりと云事あふひと書てあをひ
と云に同じ例也、其詞に付て羽織と字を
付けたるなるべし、羽織は近代の詞也、
古は胴服と云し也」とあって、「はおり」
が、これを小袖の上に放ちかけること
（「はふり」）に由来すると言っている。
これに類似する説としては、「はふりJ
を「羽振りJすなわち、羽織を着用する
姿が蝶が羽を振るようであるためこの名
があるとするものがある。
註13 このことは、家康の胴服も江戸時代
の羽織も背割りを設けないことと、同様
の理由による。
註 14 胴服すなわち羽織が具足の上に着用
する目的に特化したことで、単に「はお
りJと呼ばれていたものから「具足ばお
り」「押ばおりJなどの言葉が生まれ、
やがて「陣ばおり」という言葉が生まれ
たo 「はおり」の表記に関しては、前述
の通りであるが、桃山時代には「羽折J
という表記も見られることから、江戸時
代中期以降一般的になる「羽織Jがこの
表記からさらに変化したものである可能
性もある。ただし、伊勢貞丈が疑念を呈
しているように、羽織が羽を織り込んで
作られていたことは考えられず、なぜ
「織」の文字が用いられたのかは不明で
ある。
註15 袖と能手を一体化させたものo
註 16 南部家伝来の重要文化財・緋羅紗陣
羽織は、袖の部分と裾の部分がボタンで
脱着できるようにできている。実戦が日
常的に行なわれた桃山時代には、この陣
羽織のように状況に応じて形状を変える
ことができる高度の実用性をもったもの
も生まれた。
註17 高野山天野社伝来・紫平絹地調模様
半腎（室町時代・15世紀）。
註18 黄鍛は、経糸に絹糸、緯糸に木綿糸
を用いた締子組織の織物で、これに金糸
や色糸の絵緯を織り入れて模様を表わ
す。中国・明時代にはかなり製織され、
わが国にも舶載された。
註 19 重要文化財「紅地調江文賞椴狩衣」は、
山形県・黒川能下座所蔵の能装束で、室
町時代、 16世紀の作とされている。室
町時代の能装束は、足利将軍家や大名階
層に支えられて芸能としての完成を見た
が、その装束も当初はこれらの人々から
の下賜や金子での援助によって制作され
ていた。その際、装束に用いられていた
生地は、金欄や銀欄のほか、黄椴も見ら
れる。
註20 綿の良いところは、(1）吸水性に富む、
(2）漏れると 10～20%強度が増す、（3)
アルカリや熱に強い、（4）染色しやすい、
(5）弾力性、伸張性に富む、（6）繊維断
面が中空構造のため、軽く保温性に富み、
ソフトな肌触りがあることなどである。
註21 羅紗は保温性と希少性において、上
流武家が着用する陣羽織の生地として桃
山時代から用いられ始めたが、江戸時代
に至っても羊毛を国産できなかったこと
から、その希少性により陣羽織の中心的
素材とされた。これに対して木綿は、江
戸時代に入って国産化が進み、希少性が
低下したことから、江戸時代中期以降は、
本来上流武家を着用者とする陣羽織に
は、ほとんど使用きれなくなった。ただ
通常の使用で実用性が求められる道中羽
織や馬乗り羽織には用いられたo
註22 知多木綿は、江戸時代初期の慶長年
問（1596年～ 1615年）には江戸送りが
始まっていたと伝えられている。
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